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サツマイモの品種間交配における主要形質に

関する交配組合わせ能力

第１報実生苗床における形質と実生第１年目における形質
の関係について

砂１１１浩一

（琉球農業試験場）
⑨

本実験は，この観点に立って，一般交配組合わせおよ

び特定組合わせを対照として，実生時代から第ユ年目の

個体における塊根収量および切千歩合についての発現機

構を知るために行なったものである．試験圃場の均一度

や,調査の精度に多少の不備はあったように思われるが，

一応の傾向が検知されたので，その概要を報告したい．

なお本実験を実施するにあたり，試験期間中御協力し

て下さった琉球農業試験場農事研究室，甘藷育種係の

職員一同，特に実生苗の地上部の調査を行なった伊敷元

光，終始実験調査に協力してくれた与儀明昭，大里豊一

の各氏に感謝の意を表する．

１はじめに

サツマイモは，他家受精を主とする栄養繁殖作物であ

るため，交配育種の開始以前に分化した地方種，在来極

は，自然実生またはその枝変わりなどによって生じたも

のであり，完全へテロに近い状態にあるものと考えられ

る．それで，或る品種または，系統に内在する遺伝子ま

たはその発現力も複雑多l咳を極めている．

最近,赤藤’，坂井'ｏを中心とする研究グループの研

究結果によって，サツマイモにおける量的または質的形

質に関与する遺伝子の集積法または発現力について，漸

次明らかにざれつ上あるが，実際サツマイモの育種に応

用されるまでには至っていない．

サツマイモは，自殖することによって形質が弱勢化の

傾向を示すといわれている（和田，赤藤，坂井）が，そ

の程度は形質によって異なる．例えば，塊根重では，自

殖（S1）第エ代で50％以上，Ｓ２でも約50％近く弱勢化す

るが，切干歩合はS,，Ｓ２とも弱勢化の程度が少ないとい

うように，形質によってかなり差がある．

このように，自殖することによって，形質の弱勢化に

差があることは，各形質によって遺伝子の発現作用に相

違があるためであると考えられ，さらに遺伝子の作用に

相違があることは，その遺伝力も各形質により当然異な

るものと考えられる．

従って，交配El:本の違いまたは交配組合わせの違いに

よって，遺伝子の発現能力や，形質の遺伝力にもかなり

相異があるものである．

サツマイモの商でん粉多収且，適応性や，耐病性，そ

の他の特性に関する総合的ｇｅｎｅを組合わせた品種を育

成するためには，多くの品種に内在するｇｅｎｅの分析は

勿論，これら相互の組合わせにおけるｇｅｎｅの発現作用

またはHeritabilityなどを明確にし，これらのデータに

基づいて，母本の選定，交配組合わせを行なうことがも

っとも望ましい

２．実験材料および方法

供試した交配種子は1964年琉球農業試験場農事研究

室甘藷育種係において，交配採種した一般交配組合わせ

25組，その他，特定組合わせとして，塊根重および切千

歩合などからみた多収型×多収型（Ｈ×Ｈ)，多収型×

低収型（Ｈ×Ｌ)，多収型×中間型（Ｈ×Ｍ）と，これ

らの逆交配についての６組合わせについて行なった．ま

ず，５月上旬に交配種子を硫酸で約エ時間処理した後す
みやかに硫酸より分離して多量の水に投じてよく水洗

し，翌日播種した．播種床は，充分砕土した場に畦幅
ﾕ.5clilの露地苗床を作り，地表２～３戯の厚さに川砂を

まぶし，エ5×ﾕ8clliの間隔にユ粒ずつ継種し，ちん圧覆土

した．

発芽後50日目に地際３“より刈取って，茎長，茎葉

重，総節数，茎径等を調査した．地上部の調査後，直ち

に甘藷配合肥料をユ株当たり３９r内外施肥して，健全な

良質苗を養成した．

本圃の試験区は，畦幅0.6加長さ５机の細長畦をつく

り，エプロット当たり20個体のユ本植えとし，特定組合

わせについては，ユ個体，２本植えの２区制として，８

月下旬に植えつけだ．収量調査は，予定よりおくれて４

月上旬に'琉球農業試験場甘藷特性調査基準に従って行
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なった．切千調査はユ個体につきmCgrのエ点とし，乾

燥は，２０×30蛾のトタン製の乾燥箱に２～３日日乾し，

その後電気または蒸気乾燥器で５～６時間乾燥後，白粉

を散布して，鴫折する程度で秤量した．なお，実生苗床

における直根肥大は，本圃の植えつけ後いい換えれば，

苗床の地上部調査後、０日目に全部堀I)取り，個体別に

直根の大きさまたは重量を調査した．

試験区を植えつけた後に，全個体について実施した．紙

数に制限があるので，組合わせについて示すことは出来

ないが，特定組合わせの，茎長および茎葉重について示

すと，表Ｉ－ａのとおりである．

表Ｉ－ａの統計値について考察すると，交配組合わせ

の違いによって，換言すれば，交配母本の違いによっ

て，雑種ユ代（F1）実生個体における茎長および茎葉重

に明らかな差が認められ，さらに他の総節数および茎径

等についても，同様な結果が認められた．例えば，Ｆ１

平均における茎長についてみろと，南国×比謝川ユ号，

南国×アリアケおよび南洋×比謝川ユ号等の組合わせは

もっとも長蔓で，その他の組合わせは，概して短蔓であ

った．

３．実験結果および考察

1．実生苗床【ﾆおける主要形質

実生苗床における調査は，発芽後50日目に，茎長，茎

葉重，総節数および茎径などについて行なった．直根肥

大調査は，地上部の調査後ﾕ２０日目に，実生第ユ年目の

表Ｉ－ａ甘藷の品種間交配における，実生苗の茎長および茎葉重（個体平均）

交配組合わせ 茎長

溺1蘆|標準偏差|変異係数

茎葉童
調査

個体
Ｎｏ．

平均値｜標準偏差｜変異係数c71９
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41.４２
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７６．８３

６６．８８

５８．７２

９ＬＯＣ

6４．４５

根肥大度について，長谷川･和田(ﾕ952)生は，図ユの如

く，Ａ型，Ｂ型，Ｃ型の３つに分類したが,本実験にお

いても，多少の差はあったが，大体，Ａ，Ｂ，Ｃの３つ

の型に分類することが出来た．実生苗の直根肥大度は，

さらに，茎葉重についてみると，南国×アリアケ，南

国×比謝川エ号の組合わせがもっとも大きく，その他は

概して小さかった．これらの結果を，交配母本と比較検

討すると，茎長および茎葉重の大きい南国，比謝川ユ

号等の交配組合わせにおいては，そのＨ集団の平均茎長

および茎葉重ともに高く，且これらの形質に関する変異

の幅も拡大されているのに対し，茎長および茎葉重とも

に小さい母本の組合わせでは，Ｆ１集団における形質の平

均値も小さく，且変異の幅も小さくなっていることが認

められた．以上の事実より推察すると，サツマイモの

特性である茎長，茎葉重および茎径，その他の形質は，

単純なる環境効果による表現型ではなく，多くの遺伝

子のへテロ性に基づく複雑な分離形質であると考えら

れる．

次に，実生苗床における直根肥大度について調査した

が，その結果は，表Ｉ－ｂのとおりである．実生苗の直

’！

Ａ
Ｖ

ｉ
Ａ型 Ｂ型

第１図実生苗の直根肥大度

Ｃ型
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表Ｉ－ｂ甘藷品種間交配における実生苗床の直根肥大調査

交配合わせ
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嘔
躯
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７６．２７

３７．３０

６０．０３

３５．１．７

５Ｌ５ユ

表Ｉ－ｂに示すとおり，茎長および茎葉重同様，交配母特定組合わせについて，実生第ユ年目の個体群におけ

本の違いによってかなり差があるようであるが，その他ろ平均塊根重を示すと，表Ⅱ￣ａのとおりである．表I

に，実生時の直根肥大は，地上部の形質とは様相を異に－ａによると，南国×比謝川エ号，南洋×比謝川ユ号

し，母本の多収型であることの他に，交配組合わせによが，もっとも高く，護国×紅赤,南洋×護国は，もつと

って，著しく変異の幅が拡大されることが認められた．も低く，その他は,大体中間値を示している．これらの

その他に，実生苗床における地上部と，直根肥大度と統計値と交配母本を比較検討すると，表Ⅱ￣ａおよび図

の関係を調べてみたが，一般交配組合わせにおいては，２に示されたように,交配母本の生産力の高い組合わせ

極めて低い相関（ｒ＝0.,5）を示し，特定組合わせに 程，そのＦ１集団における生産力も高く，且変異の幅も

おいては，高い相関（ｒ＝0.856）がみられた．拡大されているのに対し’生産力の低い組合わせ程，そ

２．実生第１年目試験における主要形質のＦ１集団における生産力も低く，変異の幅も小さくな

(1)Ｆ１集団における塊根収量についてろ傾向を示している．さらにF1集団における塊根収量の

表Ｉ－ａ廿藷種間交配における総譜軍の組合わせ能力（株当総藷重）
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第２図甘藷品種間交配における総藷重の分布
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団における形質の発現は，ｇｅｎｅの相加的効果（Ｄ)，非

相加的効果（Ｈ）および環境効果における影響が大きい

と指摘しているが，その中でもＦ１集団における塊根重

は，ｇｅｎｅの非相加的効果（Ｈ）が極めて大きく現われ

ることを指摘していろ．

本実験においても，大体坂井（ﾕ964)11の論じている

ような傾向がみられ，Ｆ１集団における収量の発現には，

Heterosisの効果が極めて大きいことが認められた．

サツマイモは栄養繁殖を主とする他殖性の作物である

ので，遺伝的に極めてへテロ性が高く，その雑種第エ代

でも複雑な分離を重ねることなく，雑種第１代で選抜し

発現機構を見るために,特定組合わせ，６組合わせ，７２３

個体についてそのHeterosisの程度を調べた．すなわ

ち，実生個体の平均塊根重に対する両親の平均塊根重の

比率をHeterosis（坂井)３と考えて算出した（表Ｉ－

ａ)．

このHeterosisの効果についてみると，どの組合わせ

においても１００以上の数値を示しており，そして，収量

の高い母本の組合わせ程Heterosisの効果は低く，低い

組合わせ程Heterosisの効果が高くなっている．坂井

（ﾕ964)11は，このことについて研究し，Heterosisの

効果は,低収品種の間に現われやすいことを認め，Ｆ１集
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発現力を基にした選定によって，交配組合わせを行なう

ことが最も望ましいと考えられろ．

(2)Ｆ１集団における切千歩合について

特定組合わせにおいて，切干調査の結果を示すと表Ｉ

－ｂのとおりであるがこれの統計値を交配母本別に比較

検討すると，表Ｉ－ａおよび図３のとおりである．

た個体をそのま人増殖して品種となしうるので，形質の

発現に関するgeneの相加的効果はもちろん，非相加的効

果をも有効に利用することが出来る作物でもある．

以上実験結果より考察すると，甘藷の高収量の品種を

育成する場合は，Heterosisの効果などから考えて，早

生多収型同志を交配母本として組合わせるだけでも，か

なりの商収量の系統を期待出来るが，更に母本のｇｅｎｅ

表Ｉ－ｂ廿譜品種間交配における切干歩合の組合わせ能力
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表Ｉ－ｂについて考察すると，交配母本の切干歩合の

高い品種同志の組合わせ程Ｆ１集団における切干歩合は

高く，且変異の幅も広く，切干歩合の低い品種同志の組

合わせ程Ｆ１集団の切干歩合は低く，且変異の幅も狭く

なっている．塊根重と同じように，Heterosisの効果を

見ると，南国×比謝川エ号を除いて他はいずれも]p０以

下であり，geneの非相加的効果は負の方向に働くもの

と考えられろ．また塊根重と違って，環境効果および組

合わせによる差異は小さいようであった．

次に母本の平均切干歩合とHeterosisの効果について

みると，切干歩合の高い組合わせ程Heterosisの効果は

低く，低い組合わせ程Heterosisの効果は高くなること

が認められた．坂井（ｴ964)11は，切干歩合に関する品

種または系統間交配試験を行なった結果，高切干個体を

生ずる交配母本は，いずれも母本自体の切干歩合が高い

ことから，Ｆ１集団の切干歩合の発現には，ｇｅｎｅの相加

的効果(Ｄ)が強く現われることを認めたが，本実験にお

いても坂井の結果と一致した結果が認められた．

以上の実験結果を考察すれば，サツマイモの切干歩合

はgeneの相加的効果の大きい形質であるばかりでなく，

環境による変異の小さい形質であるので，選抜の対象と

して充分信頼性の高い形質である．従って，高切干品種

を育成するにあたっては，高切干品種同志の組合わせに

よってもかなりの高切干品種を選抜することは期待でき

るが，更に母本の選定によってはより以上の効果を上げ

ることが可能である．

(3)Ｆ１集団における塊根重と切干歩合の関係

実生集団における塊根重と切干歩合の関係をみると，

極めて低い相関（ｒ＝0.297）があるだけで，集団全体

としては有意な相関は認められなかった．藤瀬（1953）

らは，実生集団における塊根重と切干歩合の関係を検討

した結果，これらの形質の間に相関がないことを指摘

し，最高収量を示す'個体の切干歩合は，集団の平均値の

近くに分布すること，単位面積当たりカロリー生産の最

高の系統を目的とする場合は，切干歩合の中程度の個体

を選抜することが得策であることを指摘している．坂井

Ｑ964)11）もこのことについて検討して，藤瀬と同一結

果を得，さらに最高収量を示す個体は概して切干歩合は

平均値近くに，最高切干を示す個体は，収量の平均値近

くに分布することを認めている．本実験においては，試

験圃場の不均一と，収穫期が雨季とかち合って，約ユカ

月近くおくれたことなどが作用して，藤瀬（ｴ９５３２，広

崎（ﾕ953)６，坂井(1.964)11)らの実験結果と完全に一致

した結果は得られなかったが，大体の傾向として，Ｆ１

集団の中で，最高収量を示す個体は，切干歩合において

集団の平均値近くに分布することが確かめられた．以上

のことは，高切干多収の品種を選抜する場合，最高収量

の個体を選抜するよりも，中程度または，平均収量のや

や上位程度を選抜することがもっとも望ましいことを裏

付けるものであり，単一表現型である収量のみによって

選抜することは，いたずらに低切干多収型の水っぽい系

統を選抜する結果に落入り安いことを証明するものであ

る．
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のゴボー根の個体に比べて優位にあるものと考えられ

る．従って，これらの関係を究明することにより，実生

第ユ年目における選抜の効果をより高めることは可能で

あり，直根肥大'性は少なくとも，早生多収型を選抜する

最も有意義な形質であると考える．実生苗床における肥

大直根の切干歩合と，第エ年目の切干歩合については，

材料不足のため，少数個体について調べてみたが．はっ

きりした相関は見られなかったので今後検討したい．

３．実生苗床の形質と実生第１年目における形質の関

係

(1)実生床の茎葉重と第ユ年目の茎葉重

前述のとおり苗床における茎葉重は，調査を簡便化す

るために，発芽後50日に行なったが，これら両形質間に

は，一般交配組合わせにおいては，有意な相関は見られ

なかったが，特定組合わせにおいてはかなり高い相関が

みられた．一般交配組合わせでは，組合わせ数や，個体

数が多いため，試験圃場等も検討して，苗床において生

育の悪い個体や，苗として採苗出来ない個体は除外され

るため，茎葉重に関する変異の幅が縮少され，従って，

実生苗床における茎葉重との間に或程度の関連性がうす

れたものと考えられるが，－万特定組合わせにおいて

は，組合わせにおける変異性を究明するために，すべて

の個体を供試し，調査したため，実生苗床および第ユ年

目における形質の変異の幅が同一方向に変異し，従っ

て，両試験区における変異の関連'性が大きくなったもの

と考えられろ．

(2)実生苗床の直根肥大度と第エ年目の塊根重

表Ｉ－ｂに示したとおり，苗床における直根の肥大度

は，交配母本によってかなり差があり，さらに表Ｉ－ｂ

においては，実生第ユ年目における塊根重の間にも交配

母本によってかなり差があることを述べたが，こ』では

実生苗床における直根肥大率（肥大個体数÷調査個体）

および肥大度と，第ユ年目における塊根重との相関を，

集団として見たところ，前者との間にｒ＝0.59Ｌ，後者

との間にｒ＝0.601といずれもかなり高い相関がみられ

た．他の実験で，直根の大きさ別（大、０９，中５０９，

小309）の各個体について比較検討した結果によると，

これらの間に有意な相関は認められなかった．長谷川・

和田（]_952)5)は，直根肥大度と，第ユ年目の塊根重と

の関係を調べた結果，図エに示したように，Ａ型，Ｂ型

の間には，有意な差はみられないが，Ｃ型はＡ，Ｂの両

型に対し，明らかに有意な差がみられ，概して低収を示

したと報告していろ．

以上の結果から考察すると，直根肥大そのもの自体

は，第ユ年目の塊根重に関連性があるのではなく，直根

が肥大するか否かが密接な関係があるものと考えられ

る．実生苗床において，直根が肥大することは，各個体

によって，実生時の生育に差があると共に，幼植物体内

における同化物の生産力ならびにその他地下部への移行

などに個体間差があることを意味するものである．換言

すれば，塊根形成ならびにその増大に関する内因が，他

4．摘要

本実験は，サツマイモの品種間交配において，一般交

配組合わせおよび特定組合わせを対象として，実生時代

より実生第ユ年目の個体における塊根収量および切干歩

合についての遺伝子の発現機構と組合わせ能力を知るた

めに行なったもので，その概要を示すと次のとおりであ

る．

Ｌ実生苗床における茎長と茎葉重は，茎長および茎葉

重の大きい母本の組合わせ程そのＦ１集団の平境値茎長，

茎葉重，その他の形質とも大で，且その変異の１幅も広い

が，小さな母本の組合わせでは，Ｆ１集団の形質も小さ

く変異の幅も狭い．

2．実生苗床の直根肥大は，母本が多収型であればある

程，直根の肥大度も大きく，変異の幅も広いが，その他

に母本の違いによっても著しく変異の幅が拡大される．

3．実生第ユ年目の塊根収量は，母本の生産力の高い

程，Ｆ１集団の生産力も高く，且変異の幅も広いが生産

力の低い母本の組合わせ程，Ｆ１集団の生産力も低く変

異の幅も狭い．

４．Ｆ,集団の塊根重に関する遺伝子の発現をみると，

遺伝子のＨ効果が大きく現われ，Ｄ効果は左程大きく現

われない．また，Ｈ効果は，生産力の低い母本の組合わ

せにおいて大きく現われるが，生産力の高い母本の組合

わせにおいては小さい．

5．切干歩合についてみると，母本が切干の組合わせ

程，そのＦ１集団の切干歩合も高く，且変異の幅も拡大

されるが，低切干の組合わせ程，Ｆ１集団の切干歩合も

低く，その変異の幅も狭い．

６．切干歩合に関する遺伝子の効果をみると，Ｄ効果が

大きく，gene作用は負の方向に働くものと考えられろ．

これが原因で高切干の組合わせ程，Ｈ効果は小さく，低

切干の組合わせ程，Ｈ効果は現われる．

7．Ｆ１集団において，塊根重と切干歩合との間に相関
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は認められないが,最高収量の個体の切干歩合は,概し

て,そのFl集団の平均値近 くに分布することか ら, 選

抜にあたっては,収量のみによらず, 切干歩合 を 調 査

の上,切干歩合の中程度の個体を選抜することが最も望

ましい.

8. 実生背の直線大と第1年目の塊根重につ い て み る

と,肥大率および直根肥大贋と第1年目の集 団 と して

紘,高い相関を示すが,恵根の大きさ別の個体について

は,有意な差がみとめ られず,肥大しない個体との闇に

は明らかに有意な貴がみられた.
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